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つい最近新年を迎えたと感じていたのに、もう 2 月になる。どんどん時の経つのが早く

なってきているように感じられる。のんびりしていられないので、典礼暦の先のことを考

え、早めにいろいろの準備をしていくのだが、今月終わりの 26日には「灰の水曜日」を迎

え、四旬節が始まる。典礼委員会ではいろいろ準備をしてくださるのだが、この季節、特

に聖週間は重要なことが多く、いつも苦労しながら備えてくださっている。ありがたいこ

とである。 

 特に、復活徹夜祭に入信者がおられるようなときには、確認することが多く出てくる。

今年も、昨年 10 月 20 日に入門式を迎えた 3 名の方が入信の予定である。その方々にと

って、四旬節は入信のための最後の準備期間となる。そのため、四旬節第一主日（3/1）に

は入信志願式においてその意志を教会が確認し承認して、正式な入信志願者となる。この

季節は入信志願者だけの準備期間ということではなく、教会共同体が共に準備していく期

間でもある。入信の秘跡は、教会共同体のメンバー（キリストのからだの部分）となる秘

跡であるので、それを受ける方だけではなく教会共同体にとっても恵みだからである。当

該小教区で入信希望者がない場合でも、教会全体のために祈っていくのである。だから、

四旬節中の共同祈願の例文には志願者のための祈りが挙げられている。 

 かつて入信の秘跡の一つである洗礼について、共同体のメンバーになるという一面につ

いては意識が薄いため、共同体のメンバーが集うミサ以外で洗礼を授けることが多く行わ

れていた。何かあるといけないので、天国に入れるようなるべく早く洗礼を授ける必要が

あるとの捉え方から、ミサ以外で幼児洗礼が行われることが多かった経緯がある。私も生

まれて一週間後には洗礼を授けられている。 

 こうした個人的な教会生活の捉え方の流れもあって、直接自分に関わりがないと、教会

のいろいろなことが他人事のようにしか感じられていないことはないだろうか。例えば、

子どもの信仰教育については教会学校が行なうことで、直接に自分たちは関係ないと感じ

ている。また、子どもの初聖体のことについても、知っている子でなければ積極的に一緒

にお祝いするという雰囲気が薄い。このようなことはないだろうか。 

 小教区の様々な活動（教会の諸活動）は全小教区民に関わりのあることであり、小教区

の指針のうちに協力しあって、キリストの教会として成熟していけるよう、みことばとキ

リストの体（聖体）に養われながらしっかり歩んでいきたいものだ。 



お知らせ(２月) 

     

１． 病者の日 

2 月 21 日は、フランスのルルドの洞窟に「無原罪の聖母がベルナデッタに初めてご出現さ

れた」日を記念し、聖ヨハネ・パウロ 2 世により 1993 年に制定されました。 

ご病気の方がご自身の苦しみや困難を慈しみ深い神に捧げ、教会のためにお祈り下さってい

ることに感謝し、ご病気の方のご回復とために祈りと必要なサポートを行いましょう。 

 

２． 四旬節の愛の献金について 

2020 年 2 月 26 日（灰の水曜日）より、聖木曜日（4 月 9 日）まで「四旬節の愛の献金」

を募ります。フランシスコ教皇様の「四旬節メッセージ」（後日配布）をご覧の上、献金を

お願い致します。 

具体的には、聖堂入口の緑の封筒「四旬節 愛の献金」の封筒に入れて、聖堂内の「月定献

金」のボックスに日曜日にお納め下さるようお願い致します。 

 

３． カトリック甲府教会 教会委員会役員改選について 

2020 年 1 月より 2021 年 12 月までの教会委員会の役員が、別ページ掲載の通り 1 月 26

日開催の教会委員会で決定し、白木主任神父様より承認されました。どうぞよろしくお願い

致します。 

 

４． 韮崎教会 張神父様のミサと食事会 

山梨地区共同宣教司牧委員会では、共同宣教司牧の主活動としまして、山梨地区 3 教会の  

主任神父様が各小教区を巡回し、主日のミサと信徒との交流を行うことを昨年より実施して

おります。 

2 月 9 日（日）の甲府教会の主日のミサは、韮崎教会の張主任神父様が司式して下さいます。

ミサ後、サンタルチア講堂で交流食事会を行います。多くの皆さまのご参加をお待ちしてお

ります。 

 

５．初聖体の準備のための勉強会 

今年の聖体の祭日に初聖体の恵みを受ける予定の子どもたちのために、その準備のお勉強会

が今月（16 日）より始まります。 

初聖体の準備のお勉強を始める子どもたちが慈しみ深い神さまの恵みにより御心に沿った準

備ができますようお祈り致しましょう 

 

６．灰の水曜日と昨年の「枝の主日の枝」の回収 

今年の「灰の水曜日」は、2 月 26 日です。当日は 10 時 30 分より、聖堂でミサと灰の式

を行います。（典礼歴参照） 

この日に使う灰をつくるために、昨年の枝（蘇鉄の葉）を 2 月 2 日(日)から 23 日(日)の期

間 回収しますので、お持ち頂き、聖堂入口の「枝の回収箱」と表記の段ボール箱にお入れ

下さるようお願い致します。（灰づくりは、23 日ミサ後行います。） 



※「灰の水曜日」以外には、「灰の式」はできませんことから「灰」はお渡しできません。 

       

７．読書会 

 「キリスト教信仰のエッセンスを学ぶ」（横浜教区司祭 小笠原優神父様著）第３回を行

います。 

皆さん、ご一緒に、この著書の副題「より善く生きるための希望の道しるべ」について学び、

分かち合いませんか。 

・日時  ２月 11 日（火）16 時より 17 時 30 分 

・場所  甲府教会センター１F ホール  

 

８．広報誌「ぬくもり」の発行 

これまで「教会だより」に掲載しておりました信徒個人の寄稿文を門戸を広くし「教会だより」

とは別に編集し、信徒の皆様等との交わりの一つの道具として活用することとしました。 

第 1 号「ぬくもり」を発行して、聖堂入口に置きましたのでお持ち帰りの上、ご覧頂ければう

れしいです。 

なお、この冊子の「巻頭言」（白木神父様）の趣旨に沿ったものとなるものにするため、次号

からは編集グループで作って行きたいと思います。ご協力頂ける方は、2 月 9 日(日)までにセ

ンター掲示板の「ぬくもり編集グループ募集」の用紙にお名前等ご記入下さいますようお願い

致します。また、この冊子の趣旨に沿ったご寄稿もお待ちしております。 

                        （本件問合せ先：東ブロック 木村） 

 

９．関係団体などからのお知らせ 

   (1)ＮＰＯ法人 やまなしライフサポート 

      見守りパトロール 

      2 月 23 日（日） 14 時～16 時 

   参加される方は１３：５０までにカトリックセンターにご集合ください。 

   (2)ＮＰＯ法人こどもサポートやまなし 

     ①運営委員会 

      ２月 18 日(火)18 時 30 分より、センター１F ホールで行います。 

 

②学習会 

今月の学習会は、２月９日(日)及び２月 23 日(日)の 13 時 30 分より山梨カトリ

ック福祉センターで行います。 

なお、学習会に参加するこどもの送迎ボランティアを募集しております。ご協力頂

ける方は、池田又は木村までお願い致します。 

    

     

 

                 

 



こんにちは、こぴっとプロジェクトです 
（山梨地区東北被災地支援プロジェクト）  

〇 東日本大震災支援イベント開催について 

 今年は各教会ごとに震災発生月（3 月 11 日）の３月に DVD 上映・その他（東北の

特産品販売等）開催を行います。 

  ・DVD 「証言記録 東日本大震災」（43 分）   

  NHK 総合テレビで放送している「証言記録 東日本大震災」の DVD 版。 

 

〇 ボランティア行ってきました 

 ・担 当 ： 甲府・塩山 

 ・訪問地 ： カリタス石巻ベース 

 ・日 程   ： 12 月 2 日（月）～5 日（木） 

 ・参加者  ：  宮澤  由美（甲府）、小沢  なをみ（塩山）  

 

〇 １２月に、ボランティアに参加された小沢 なおみさん（塩山教会）より感想が 

寄せられました。 

石巻だより 
                        塩山教会 小沢なをみ 

 石巻の駅に降り立つと、さすがに師走の風が冷たく感じられました。 

石巻のベースではシスターが、宿泊する二階の部屋を暖めて、私たちを待っていて下さい
ました。階下の活動スペースに降りて行くと、お馴染みの顔が、クリスマスの飾りいっぱ
いの中で、松ぼっくりに、色とりどりのつまみ細工の布を、差し込んでいく作業をしてお
られました。ベースでは、「誰かのために」というテーマで、クリスマスツリーに飾りつけ
を付けていくことや、一生懸命考えながら、クリスマスのカードに言葉を書いておられま
した。 
 私たちが滞在している四日間、男性の利用者さんたちは、朝から装飾のためにカーテン
を外して窓を装飾したり、また女性たちは、フェルトでハートや星を作る人。それにビー

ズを付ける人。マニキュアを付けてはキラキラに装飾をする人。流れ作業で素敵な作品が
次々に出来上がって飾られていく様子を見て、わたしたちは、ワクワクしながら過ごしま
した。 
 また、手仕事が好きではない人は、カード書きを担当しました。カードの言葉に方言が
入っているのには、思わず笑ってしまいました。その言葉選びのセンスには、ただただ驚
かされました。 
 作ったクリスマスのオーナメントは、２０日にベースで開かれるクリスマス会の時に、

好きなものを一つもらって帰ることができるそうです。 
 今回は、被災地を見学したり、映画会などの特別のイベントはありませんでしたが、ク
リスマスの準備をしながらの、あっという間の四日間でした。いつも元気な９０歳になる
おばあちゃんが、腰を痛めて一日しか会えなかったこと、残念。改めて重ねた月日を思い
ました。「明日は踊りの日だから来られないよ。」と言いながら写真を見せて下さって、「こ
の衣装、今度新しく作ったの。今までのは全部流されちゃったからね。旦那も一緒に流さ
れちゃった。」と明るくお話しになる女性に、私は相槌を打ちようがありませんでした。月
日は経っても、一人一人の心には、まだまだたくさんのことが詰まっているのだな、と思

いました。今回も素敵な松ぼっくりのツリーをいただき、別れを惜しんで、また会う日を

約束して、お別れして来ました。 
 
〇ボランティア行ってきます 
  ・１ ,２月はボランティアはお休みです。 



    ✞✞  今今月月のの典典礼礼奉奉仕仕表表（（２２月月））✞✞  
   日      第一朗読 第二朗読 共同祈願奉仕 聖堂案内 

２月 ２日 川村 英二 窪田 ひでき 御荘 大井 

９日 芦沢 池田 宮澤 木村 

１６日 杉田 志村 原田 池田 

2３日 長谷川 ギン 岩永 大木 芦沢（マ） 

３月 １日 石塚そう シキナ まさき 今井（勇） 今津 

                         

 

✞ 今今月月ののここよよみみ（（教教会会暦暦・・行行事事等等））✞✞  
・主日のミサ 日曜日１０：３０～  
・平日のミサ 火・金・土曜日０６：５０～（但し初金のミサ ９：３０～） 

 

２月 ２日（日） 主の奉献     １０：３０ ～ ミサ 

       

９日（日）年間第５主日    １０：３０ ～ ミサ 

              １５：００ ～ ポルトガル語ミサ （Português） 

 

１６日（日）年間第６主日    １０：３０ ～ ミサ  

                １２：３０ ～ 韓国語ミサ    （ 한 글 ）                

 

     ２３日（日）年間第７主日    １０：３０ ～ ミサ 

１５：００ ～  英語ミサ     （English） 

                     １６：００ ～ スペイン語ミサ   （Español） 

 

２６日（水） 灰の水曜日    １０：３０ ～ ミサ                               

           

３月 １日（日）四旬節第１主日   １０：３０ ～ ミサ                 

         ※ ２月の１８日（火）・２５日（火）・の早朝ミサは、お休みです。 

 

 清 掃 当 番 表 （ 2月、3月 各ブロック・各グループ輪番制） 

２月 １日（土）    東・南ブロック ２月 ２３日（日） 英語・スペイン語グループ     

２月 ８日（土）   中央・北ブロック ２月 ２９日（土）      西ブロック 

２月 ９日（日）   ブラジルグループ ３月  ８日（日）   ブラジルグループ 

２月１６日（日）     韓国グループ ３月 １５日（日）     韓国グループ 

 


